














  学年別では，２年次生（2 人），３年次生（2 人），４年次生（9 人），院生（2 人）で，４年次生が大多数
を占めていた。  
















＜ 第3回 ～第10回＞ 学生が選んだテーマについて，集団面接を実施 
 
（２）指導の留意点 
 ①  面接は，正解を答えることではなく，自分の体験を通して学んだり，考えたりしたことについて話
すことが大切であること 
      ② 他の人の意見をしっかり聞き，その中からヒントを得て話をつなげること 
      ③ 聞く姿勢が大切であること 
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（３）学生の反応 
最初は，与えられたテーマに対し性急に正解を求めようとし，討論にならなかった。しかし，集団の中で「討
論を深めていくことの大切さ」に気づいてからは，他の人の発言に対し質問したり，相づちを打ったり，話題
を転換したりと，討論の基礎が身につき，自信となっていった。 
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